
⑯詔餌高畠誹塙扉
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⑧ZHq甘く＊）お弁当の日　蝕
2噌す計れ・すくヴ日直18・西中

凍埋まて半、師岡紳糾壇弓は登園して下さい。
〈持ち的≫

（補筆・ス7㌦ン・7オー7）

（補筆・スナシ・フォーク・持し・水筒・記しは、一年コツ70
くま持し・し浩一シート・こひつじ′一卜の中にエ　ア持）れて

下すし、・置エツト）レ持ちtl」、ソ星河て下せ申

率清祥勿和よ　し－，草同じょ月 詩，て果てですし一〇

02月23さくを）岬清朝証書詰
尊か当ざまて主軸の航、雄的寝汗啓回して下支いo

〈持ち即≫

〔可（ 拒ぎソ・ス手ン・フォー7・押し．・擁持・おしはり・コ・y7o

（よ持し・レジャーシート“ こひっの－トのヰ〔＞エしけを入れて

下付、・ポ㌧ェ、ゾト）川王宮I斗再生油で下せし、o

紫郎、升豊田が帝でいきま す。

帰国tt Zり〇一弓十号0頂くニ即ますo その確、据つを食べます。

ネシ引車両懐くよし17もと同じょ洋語7て帝て下山－。
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